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序言 

 
 

2021 年 9 月、福井県年縞博物館は開館から３周年を迎えることができた。 

「年縞」は、一般の方々の大半は聞いたことも見たこともなく、頭にイメージすら描くこともできない。

しかも年縞博物館の立地は、自動車利用以外ではアクセスがきわめて悪い。そういう博物館にいかにして

多くの方々に来館していただけるのか、どうすれば水月湖年縞の世界貢献や科学的な成果、科学者たちの

取り組みを理解していただけるかの手探り状態が続いたが、2021 年度はやっと一同が「手応え」を感じる

ようになった 1 年でもあった。 

年縞博物館に来館されナビゲーターの丁寧な解説で水月湖年縞への理解を深めてくれたある自治体博物

館の元副館長から、「若狭三方インターチェンジにある年縞の紹介展示に『福井県の誇り』と書いてあった

が、間違いだ」と注文があった。「『日本の誇り」に修正すべき」だ、と言うのである。そのクレームは私た

ちに大きな勇気をもたらしてくれた。これこそが、私たちが目指してきた「手応え」の一例だ。 

2021 年 11 月 17 日〜18 日、札幌市にて公益財団法人日本博物館協会による第 69 回全国博物館大会が開

催されたが、この大会で福井県年縞博物館は第 2 回日本博物館協会賞を授与された。第１回受賞は２館だ

ったが、第 2 回は福井県年縞博物館、1 館のみの受賞だった。私は松井秀幸館長（当時）とともにその授与

式に参列し、いたく感動した。この賞は、日本の博物館の振興に大きく貢献し、他の博物館の模範となる

顕著な成果を挙げていると認められる国内施設を顕彰するものだが、開館からわずか 3 年目の栄誉は、開

館以来の博物館スタッフ、学芸員のたゆまぬ努力、年縞研究者の情熱の積み重ねが高く評価されたからで

あり、受賞は私たちの「手応え」が本物だったことを物語っていたと思う。 

2021 年度の特別展は「Varves in Maya ― マヤの年縞をめぐる冒険 2021」を開催した（8 月 4 日〜11 月

1 日）。メキシコで掘削した年縞をもとにマヤ文明の盛衰の謎に迫る調査・研究の成果を展示し、シンポジ

ウムも盛況だった。それは、福井県の水月湖というローカルな年縞研究で培ってきた科学的な蓄積が、日

本から遠く離れた地の古代文明の盛衰や気候変動の解明にも大きな役割を果たすことを立証してみせたこ

とを意味している。 

マヤ文明の盛衰を物語る年縞は、立命館大学古気候学研究センターが数度にわたる現地調査で採取し分

析を進めてきたものだが、この特別展は大学と博物館の科学コラボレーションという開館以来、揺るぎな

く続けてきた取り組みの輝かしい成果だった。その研究は継続しており、2022 年春にはメキシコの調査に

年縞博物館の学芸員も参加した。小さな博物館ではあるが、これは常に世界最新の科学の世界を拓き続け、

それを博物館というメディアで発信するという年縞博物館の生真面目な基本思想を物語る。 

2021 年度は年縞博物館にとって記念碑的な年となったが、一方、波状的に見舞う新型コロナウイルス感染

症によって、幾度も開店休業状態を余儀なくされた。中国・武漢で新型コロナウイルスの最初の感染者が 



 

 

 
 
 
確認されたのは開館から 1 年 3 ヶ月目の 2019 年 12 月だったが、2021 年度末までその感染拡大は収束す

ることがなかった。国内のみならず海外からの来館者が途絶えることがなかった最初の 15 ヶ月間の賑わい

が戻ることなく、2022 年度を迎えている。 

だが、安閑とはしていられない。2024 年春には北陸新幹線の敦賀開業が予定されているからだ。東京方

面からの来県者の足を年縞博物館が立地する嶺南に向けてもらうためには、日本の No.1 博物館の栄誉を

いただいた年縞博物館の存在をより強力にアピールする努力が課せられている。しかし、どのような努力、

手法が必要なのかまだ手探り状態だが、博物館運営スタッフは信じがたいほど少数のままだ。運営スタッ

フの増員なしには何もできない不安がきわめて大きいことを理解していただきたいと切望している。 

 

山根一眞 

福井県年縞博物館 特別館長 
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Ⅰ 年縞博物館の概要 

 
 
１ 年縞について 

 

（１）水月湖年縞 

 水月湖は、三方五湖のひとつに数えられ、福井県若狭町と美浜町にまたがる面積 4.15km2、水深 34m の

湖である。 

 年縞とは、「長い年月の間に湖沼などに堆積した層が描く特徴的な縞模様の湖底堆積物」のことで、１年

に明暗 1 対の層が形成される。縞模様は季節によって異なるものが堆積することで、明るい層と暗い層が

交互に堆積する。春から秋にかけては土やプランクトンの死骸などの有機物が、晩秋から冬にかけては湖

水から析出した鉄分や黄砂などの鉱物質が堆積する。有機物を多く含む層は暗い色になり、鉱物質を多く

含む層は明るい色になる。この明暗 1 対が 1 年分の層として堆積するのである。 

    

 
水月湖の年縞        年縞のできかた1 

 「1 年」という解像度で地球の歴史を記憶し続けてきた堆積物というのは、一種の奇跡である。世界中を

見渡しても、年縞を形成する条件のそろう湖は珍しい。さらにその条件が長期間にわたり維持されること

はほとんどない。水月湖では、１）水月湖に流れこむ大きな河川がないこと、２）山々に囲まれた地形、

３）生物のいない無酸素の湖底、４）断層の影響による湖底の沈降（湖が埋まらない）、という地形や周辺

 
1 福井県年縞博物館公式ホームページ（http://varve-museum.pref.fukui.lg.jp/）より。作図：FBC アドサービス 
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環境などの好条件が過去 7 万年間にわたり維持されてきたのである。その結果、繊細な年縞が壊れること

なく堆積し続けたである。こうした特殊性から、水月湖は「奇跡の湖」と評される。 

 

（２）学術的意義 

ア 年代のものさし 

 年縞は 1 年に 1 層の積み重なりであるため、１年単位で年代を知ることができる。 

未知の出土品がいつの時代のものかを知る手段の一つが「放射性炭素年代測定法」である。これは生物

の体に含まれている放射性炭素の存在比率が、生物の死後、時間の経過とともに一定の割合で減少してい

くことを利用して生物の死後の経過時間を計算し、年代決定を行う手法である。しかし、この放射性炭素

年代測定法では時代によって数百年から数千年の実年代とのズレがあるのが問題だった。生物の体に含ま

れる放射性炭素は、もともとは大気中の放射性炭素を取り込んだものだが、時代とともに大気中に含まれ

る放射性炭素（炭素 14）の存在比率が変動するため、時代によって生物に含まれる放射性炭素の存在比率

が異なるからである。このズレを修正するためには、「年代ごとの正確な放射性炭素の量」がきっちりと整

った「ものさし」が必要である。この「ものさし」となる重要な試料として 7 万年連続した縞を形成する

水月湖年縞が利用された。 

 年縞は１年に１層形成されるため、縞を数えることによって年代を正確に知ることができる。さらに、

その年縞に含まれる葉の放射性炭素の存在比率を測定することで、正確な年代と放射性炭素の割合の関係

が明らかになる。水月湖の年縞は考古学や地質学における「世界標準ものさし」として、年代決定の精度

を従来よりも飛躍的に高めることに貢献している。 

イ 古気候復元のカギ 

 年縞に含まれている葉や花粉、火山灰、黄砂などを分析することによって、過去の気温や水温等、気候

の変化を年単位で復元することが可能である。 

 花粉からは、湖の周辺に生育していた植物の種類がわかる。生育する植物の種類は、気候に左右される

ため、年縞に含まれる花粉の種類の移り変わりを調べることによって、過去 7 万年間の気候の変化を明ら

かにすることができるのである。火山灰は、火山または噴火ごとに重鉱物組成、火山ガラスの形態・色、屈

折率値などが異なる。そのため、この特徴を調べることによってその火山灰を供給した火山を特定するこ

とができる（町田・新井 2003）2。黄砂からは、偏西風の風向きや乾湿の変化などを知ることが可能である。 

 
 
２ 開館までの歩み 

 

 平成 3 年（1991 年）に水月湖で年縞が発見されてから、県をはじめ国際日本文化研究センター、英国ニ

ューカッスル大学、東京大学などが学術ボーリング調査を実施した。これらの調査で採取した土から、水

 
2 町田洋・新井房夫（2003）『新編火山灰アトラス日本列島とその周辺』東京大学出版会. 
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月湖年縞は１年分の厚さが平均 0.7mm で、7 万年もの長い期間にわたり大きくかき乱されることもなく

45m も積み重なり、今日まで長期間かつ安定して保存されてきたことが分かった。 

平成 24 年（2012 年）7 月、「第 21 回国際放射性炭素会議」がフランス・パリで開催された。この会議に

おいて、放射性炭素年代の較正のためのデータセット「IntCal」（イントカル）の最新版「IntCal13」に水

月湖年縞のデータが採用された。これによって水月湖年縞は、年代の「世界標準ものさし」の地位を得た。

IntCal13 は、翌年 9 月から運用が開始され、世界中の研究者に利用されるようになった。 

 県は、水月湖年縞とその研究成果が世界的に高く評価されたことを受けて、この年縞を先進的研究や教

育・観光に活用するため、45m の実物の水月湖年縞を展示するほか、展示コーナーを通じて体験しながら

年縞の詳細を学ぶことができる年縞博物館を建設に着手した。平成 26 年（2014 年）には県が「年縞」利

活用基本構想を、その翌年には、水月湖「年縞」研究展示基本計画を策定し、博物館の建設が始まった。 

 整備スケジュールは、平成 26 年度から 27 年度までの研究展示基本計画の策定、平成 27 年度から 28 年

度までの基本設計および平成 28 年度の実施設計を経て、同年度に着工、平成 30 年 8 月に完成し、同年 9

月 15 日、福井県年縞博物館が開館した。 

（開館までの経過） 

平成 3 年（1991） 安田喜憲名誉教授（当時 国際日本文化研究センター）らの研究グループによ

る水月湖の試掘により、アジア初となる湖底の年縞を確認 

平成 5 年（1993） 基盤に達するボーリング調査で約 70m の堆積物採取に成功（第一次調査） 

平成 18 年（2006) 中川毅教授（当時 英ニューカッスル大学）らの研究グループによるボーリング

調査を実施（第二次調査） 

平成 24 年（2012） 第 21 回国際放射性炭素会議（パリ）において、水月湖年縞のデータを平成 25

年（2013 年）以降の地質学的年代の世界標準とすることに合意（研究成果が米

科学雑誌「サイエンス」に掲載） 

  〃 多田隆治教授（当時 東京大学）らの研究グループによるボーリング調査を実施

（第三次調査） 

平成 25 年 9 月 

平成 26 年 3 月 

水月湖年縞データを用いた較正曲線「IntCal13」を発表 

水月湖「年縞」利活用基本構想を策定 

平成 26 年 7 月 

 

  〃 

福井県が将来の展示にも活用できる年縞を採取することを目的に、中川毅教授

（立命館大学）らの研究グループによるボーリング調査を実施（第四次調査） 

水月湖「年縞」研究展示基本計画策定委員会を設置（委員長：中川毅教授（立

命館大学古気候学研究センター長）） 

平成 27 年 7 月 水月湖「年縞」研究展示基本計画を策定 

平成 27 年 10 月 「福井県と立命館大学との年縞を基にした研究等に関する基本協定」を締結 

平成 27 年 水月湖「年縞」研究展示施設基本設計に着手 

平成 28 年 水月湖「年縞」研究展示施設実施設計に着手 

平成 29 年 3 月 水月湖「年縞」研究展示施設の工事に着工 

平成 29 年 4 月 安全環境部自然環境課に年縞研究活用グループを設置 
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平成 30 年 3 月 水月湖「年縞」研究展示施設の正式名称が「福井県年縞博物館」に決定 

平成 30 年 7 月 福井県年縞博物館カフェ出店者選定委員会がカフェ出店者を決定（一般社団法

人 Switch Switch） 

平成 30 年 8 月 福井県年縞博物館の竣工 

平成 30 年 9 月 

  〃 

  〃 

「福井県年縞博物館の設置および管理に関する条例」の施行 

「福井県年縞博物館の管理運営に関する規則」の施行 

福井県年縞博物館の開館 

 

３ 施設の概要 

 

（１）基本理念等 

 平成 27 年（2015 年）7 月策定の水月湖「年縞」研究展示基本計画に基づき、年縞について学び、豊か

な自然や優れた里山里海湖への関心や理解へと結びつけ、自然環境への意識向上や里山里海湖の保全・再

生意識への醸成に寄与し実現させるために、「年縞研究の推進」「水月湖年縞の展示」「教育普及活動」を柱

とした、年縞研究展示の拠点整備をおこなうこととした。 

 また、基本計画における整備場所は、水月湖年縞を育んだ豊かな自然の三方五湖を感じながら観覧でき

る湖周辺を予定地としており、建設用地確保の協力が得やすい若狭町所有地であること、また近隣施設と

の連携が図りやすいこと等の理由から、整備場所を若狭町鳥浜の縄文ロマンパーク内の川風広場とした。 

 
（２）施設の概要 

ア 所在地   福井県三方上中郡若狭町鳥浜 122-12-1 縄文ロマンパーク内 

 イ 敷地面積  6,409 ㎡ 

 ウ 構造および延面積 

 （ア）展示棟（工期：平成 29 年（2017 年）3 月〜平成 30 年 5 月（電気…〜平成 30 年 8 月）） 

・構造等 鉄筋コンクリート・鉄骨・木 混構造 2 階建て 

・延面積 996.08 ㎡ 

 （イ）研究棟Ⅰ（工期：平成 29 年 9 月〜平成 30 年 5 月） 

・構造等 木造平屋建て 

・延面積 461.70 ㎡ 

 （ウ）研究棟Ⅱ（工期：平成 29 年 9 月〜平成 30 年 5 月） 

・構造等 木造平屋建て 

・延面積 321.57 ㎡ 
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 エ 総事業費   約 14.8 億円      

 ※（ ）内の金額は工事等の合計金額。単位は千円   

工事区分 工事等の内容 金額（千円） 

展示工事 展示工事  259,352 

（319,113） その他 基本設計（展示）、実施設計（展示）、実物加工 59,761 

建築工事 展示棟 建築工事 487,089 

（1,114,962） （663,166） 電気設備工事 76,901 

  機械設備工事 72,392 

  木材調達 26,784 

 研究棟Ⅰ 建築工事 114,372 

 （161,331） 電気設備工事 23,544 

  機械設備工事 23,415 

 研究棟Ⅱ 建築工事 96,660 

 （134,453） 電気設備工事 13,392 

  機械設備工事 24,401 

 その他 地質調査 10,325 

 （156,012） 基本設計（建築） 14,472 

  実施設計（建築） 39,096 

  工事監理 24,997 

  解体撤去工事等 41,116 

  上下水道、駐車場負担金 22,926 

  工事事務費 3,080 

外構工事   49,899 

計   1,483,974 
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 オ 平面図および面積表 

 （ア）平面図  

    a  1 階（展示棟、研究棟Ⅰ、研究棟Ⅱ） 

 

 
 
   b  2 階（展示棟のみ） 
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 （イ）面積表 

   a 展示棟 

１階 ２階 

室名 面積（㎡） 室名 面積（㎡） 

ロビー 152.36 展示室（階段部含む） 616.09 

シアター 28.39 カフェ（トイレ、キッチン含む） 41.31 

空調機械室 48.32 開放廊下 20.28 

電気室 20.21   

ポンプ室 6.62   

トイレ、風除室他 62.50   

計 318.40  677.68 

 

 b  研究棟Ⅰ                 c  研究棟Ⅱ  

１階 

室名 面積（㎡） 

応接室 26.73 

里山里海湖研究室 51.84 

事務室 88.29 

研究室 26.73 

研究作業室 26.73 

資料庫 26.73 

倉庫 19.44 

更衣室、給湯室、トイレ他 195.21 

計 461.70 

１階 

室名 面積（㎡） 

学芸員室 18.63 

立命館研究室 56.70 

来訪者研究室 24.30 

セミナー室 48.60 

展示倉庫 30.78 

トイレ他 142.56 

計 321.57 
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（３）管理運営3 

 ア 開館時間および入館時間（規則第 2 条関係） 

   午前 9 時から午後 5 時まで（入館時間は午後 4 時 30 分まで） 

 イ 休館日（規則第３条関係） 

次の（ア）から（ウ）までに掲げるとおりである。ただし、館長が必要と認めるときは、これを変更 

することができる。 

（ア）12 月 29 日から翌年の 1 月 2 日までの日 

（イ）資料の展示替えまたは整理の期間 

（ウ）施設の点検または清掃の期間 

ウ 常設展の観覧料（条例第５条関係） 

区 分 金 額 

個人 

観覧券により観覧する場合 
一般 500 円 

小学生・中学生・高校生 200 円 

共通観覧券により観覧する場合 
一般 350 円 

小学生・中学生・高校生 140 円 

団体 

観覧券により観覧する場合 
一般 400 円 

小学生・中学生・高校生 160 円 

共通観覧券により観覧する場合 
一般 280 円 

小学生・中学生・高校生 110 円 

（１）「団体」とは、一団の観覧者の数が 20 人以上のものをいう。 

（２）「観覧券」とは、年縞博物館が展示する年縞資料の観覧に利用することができる券をいう。 

（３）「共通観覧券」とは、年縞博物館が展示する年縞資料の観覧および規則で定めるものの観覧に共通して利用

することができる券をいう。 

（４）「小学生・中学生・高校生」とは、小学校、中学校または高等学校に在学する者その他これらに類する者を

いう。 

（５）常設展は、小学校就学の始期に達するまでの者および 70歳以上の者については、無料とする。 

エ 使用料（条例第６条関係） 

（ア）施設 

区 分 
金 額 

9 時から 12 時まで 12 時から 17 時まで 9 時から 17 時まで 

セミナー室 810 円 1,320 円 2,040 円 

備考 使用者が観覧料、入場料等を徴収する場合の使用料の額は、この表に掲げる額にその 3 割に相

 
3 （福井県年縞博物館の設置および管理に関する条例（以下「条例」という。）および福井県年縞博物館の管理運営
に関する規則（以下「規則」という。）より） 
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当する額を加算した額とする。 

（イ）設備 

区 分 単 位 算定基礎 金 額 

花粉分析器（セルソーター） 一式 1 時間につき 3,670 円 

備考 使用時間に 1 時間未満の端数があるときは、1 時間として計算する。 

オ 手数料（条例第 7 条関係） 

区 分 金 額 

花粉分析器（セルソーター）を用いた花粉分析 1 試料につき 17,820 円 

 

（４）博物館法第 29 条の規定による博物館相当施設の指定年月日 

   平成 31 年（2019 年）2 月 22 日 

 

 

４ 常設展示 

 
 福井県年縞博物館は、「年縞」の展示に特化した世界初の博物館である。博物館の主役は、水月湖からボ

ーリングによって掘りだされた 45m にもおよぶ細長い年縞であるため、これを展示する建物も細長い。 

   
福井県年縞博物館（外観）            館内マップ（数字はセクション番号） 

 常設展示は、9 つのセクションで構成される。以下にその概要を記す。 

セクション 0 年縞シアター 

  1 階の「年縞シアター」では、円筒形の壁面 180 度と床面に 5 分程度の映像を上映する。来館者はま

ずこの映像で水月湖年縞の概要を理解してから、2 階の展示を目にする導線になっている。 

セクション 1 水月湖年縞 7万年ギャラリー 

  年縞博物館の目玉である。100 枚の巨大プレパラート（年縞ステンドグラス）に加工した水月湖年縞の

実物を、45m 一直線に展示している。水月湖の湖底、つまり現在から過去へと 7 万年の時を遡る回廊と

なっている。 

セクション 2 水月湖年縞でたどる人類と環境 

  ステンドグラスの裏面にあたる 45m の壁面では、過去 7 万年の年表を展示している。水月湖に年縞が
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形成され始めた 7 万年前は、古気候学としては最小氷期の始まり、人類史としては現生人類の世界拡散

の開始のタイミングに一致する。このセクションでは、水月湖年縞を歴史の目盛に見立て、人類と環境の

7 万年史を紹介している。 

   
常設展示（セクション 0〜2） 

セクション 3 発見：水月湖の秘密 

  ここからは、年縞の各論展示となる。水月湖の年縞は、周辺の地形や地質、生物のありようなど幾つ

もの偶然が重なって形成された。このセクションでは、ドローンで撮影した湖底の映像や CG による映

像で、水月湖に年縞ができる仕組みを紹介している。 

セクション 4 較正：より正確な年代決定 

  水月湖の年縞は、科学者たちが 7 万枚を数え上げて定規のように目盛を付けたことで、「ものさし」と

して利用できるようになった。ここでは、年縞が年代のものさしになっている仕組み、放射性炭素年代測

定法の解説、水月湖年縞の研究の歩みなどを紹介している。 

セクション 5 基準：「はかる」ということ 

  「正確にはかる」ことは社会の基本である。水月湖年縞が年代を正確にはかる道を切り開いたように、

人類は「正確なはかり」や「共通のきまり」を手にする努力を続けてきた。ここでは東洋計量史資料館（松

本市）の全面協力のもと、人類にとっての「はかることの歴史」を解説している。メートル／キログラム

原器の複製や、秦始皇帝の枡（複製）や、秀吉の京枡などを展示している。 

   

常設展示（セクション 3〜5） 

セクション 6 記録：世界の年縞 

  古気候学や年代学などの研究の最先端では、世界中の様々な自然のモノが年代の「ものさし」や環境

の「記録計」として活用されている。ここでは、ドイツ、フィンランド、エジプト、イスラエル、モンゴ

ルなど世界中から集めた様々な時代の年縞や、サンゴや鍾乳石といった年縞以外の「天然の記録計」を展

示している。 
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セクション 7 再現：大昔の景色 

  年縞に含まれる花粉やケイソウ（プランクトン）を調べることによって、過去 7 万年間の気候を復元

することが可能である。ここでは、代表的な花粉やプランクトンを３D プリントした模型の展示と共に、

古気候復元のカギとしての年縞について解説している。 

セクション 8 展望：年縞と私たちのこれから 

  水月湖年縞に記録された 7 万年の過去は、気候変動を繰り返す地球に適応し生き抜いてきた人類の記

録でもある。ここでは、その年縞から見える、これからの地球の姿を展望する。 

   

常設展示（セクション 6〜8） 

 

 
５ IntCal20 と水月湖年縞 

 

令和 2 年（2020 年）8 月 12 日、放射性炭素年代の較正曲線「IntCal」の最新版「IntCal20」

が、米科学誌のラジオカーボン誌に発表された（原題「The IntCal20 Northern Hemisphere 

Radiocarbon Age Calibration Curve (0-55 cal kBP)」）。 

IntCal13 から 7 年ぶりに更新されたこの最新版では、5 万 5000 年前までの年代較正が可能に

なった。含まれるデータ数は、IntCal13 からおよそ 2 倍の 1 万 2904 点に増えた。新しい時代の

較正には、樹木の年輪が用いられる。ヨーロッパのマツの年輪からは約 1 万 2500 年前までのデ

ータが得られている。またそれよりも古い年代の年輪については、「ウィグル・マッチング」と

呼ばれる方法を使って較正曲線に組み込まれた。さらに古い年代については、新たに中国のフー

ルー洞の石筍と、2013 年版から引き続き水月湖の年縞に含まれる葉化石から得られたデータが

採用された。フールー洞と水月湖のデータは、樹木年輪がカバーしていないより古い放射性炭素

年代を較正するためのデータとして、IntCal20 の中心部分を支えている。 

今回の更新では、年輪がカバーするおよそ 1 万年前までについては年代に大きな変更はなか

った。一方で 4 万年より古い年代については、従来から数百年の修正が加えられた部分もあっ

た。4 万年前頃は、ちょうどネアンデルタール人が絶滅し現生人類がユーラシアに広く拡散した

頃に相当する。IntCal20 により、より正確な年代とともにこの時代の人類史の議論が進むことが

期待される。 

  



 

 

 



18 
 

―――――――――――――――――――――――――― 

Ⅱ 事業の概要 

 
 
１ 行事等経過 

 
月 日（曜日） 行 事 等 内 容 

令和 3 年（2021 年）  

4 月 10 日 (土) コレクションカード「LOGet！CARD（ロゲットカード）」の配布を開始 

4 月 10 日 (土) 「第２回日本博物館協会賞」受賞決定を記念した「スリーウィークイベ

ントリレー」を開催（関連行事は★） 

4 月 10 日 (土) ★各日先着 50 名の来館者にシマシマクッキーをプレゼント 

（11 日(日)、17 日（土）、18 日（日）も実施） 

4 月 17 日 (土) ★立命館研究者による「年縞博物館プレミアムガイドツアー」を開催 

4 月 22 日 (木) 新型コロナウイルス感染症に係る県独自の「緊急事態宣言」を発出 

（〜5 月 13 日(木)） 

4 月 24 日 (土) ★記念展示「アワードでたどる年縞博のあゆみ」を開催 

（〜5 月 31 日(月）) 

5 月 19 日 (水) 東京事務所展示スペースで年縞博物館を PR（〜7 月 20 日（火）） 

6 月 2 日 (水) 「アワードでたどる年縞博のあゆみ」を延長（〜6 月 30 日(水）) 

7 月 1 日 (木) 「アワードでたどる年縞博のあゆみ」を再延長（〜7 月 19 日(月）) 

7 月 15 日 (木) 石川県・福井県知事懇談会で、両県知事が年縞博物館を視察 

7 月 21 日 (水) 若狭図書学習センターで「アワードでたどる年縞博のあゆみ」を開催 

（〜8 月 1 日(日)） 

8 月 4 日 (水) 若狭三方縄文博物館と合同で、特別企画展「Varves in Maya〜マヤの年

縞をめぐる冒険 2021」を開催（〜11 月 1 日(月)） 

8 月 4 日 (水) 「立命館大学サマースクール」を開催 

8 月 6 日 (金) 新型コロナウイルス感染症に係る県独自の「緊急事態宣言」を発出 

（〜9 月 12 日(日)） 

8 月 13 日 (金) 博物館併設の飲食店従業員が新型コロナウイルスに感染したため、臨時

休館（13 日(金)16 時〜24 日(火)） 

8 月 16 日 (月) NHK 総合で、水月湖年縞を題材とした「世界四大化計画〜Mr.ザッハト

ルテの野望〜」が放送 

8 月 20 日 (金) 県教育委員会と連携した研修会「年縞博物館ミュージアム・レクチャー」
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【県独自の「緊急事態宣言」期間中のため中止】 

8 月 

 

25 日 

 

(水) 

 

新型コロナウイルス感染防止対策のため、土曜日および日曜日に限り臨

時休館（〜9 月 12 日(日)） 

9 月 15 日 (水) 年縞博物館が開館３周年 

10 月 

 

1 日 

 

(土) 

 

滋賀県立琵琶湖博物館との連携事業「湖ラボ展」を実施 

 ・琵琶湖博物館で年縞博物館の所蔵品（水月湖年縞ステンドグラスな

ど）を展示（〜11 月 14 日（火）） 

10 月 

 

9 日 

 

(土) 

 

若狭三方縄文博物館、cafe 縞および若狭三方五湖観光協会（道の駅三方

五湖）と連携し、イベント「シマシマにドキドキ」を開催 

福井県教職員互助会の支援事業により無料開放 

10 月 20 日 (水) 来館者が 15 万人を達成。記念セレモニーを開催 

10 月 23 日 (土) 特別企画展シンポジウム「年縞・遺跡 マヤ文明の足跡」を開催 

福井県教職員互助会の支援事業により無料開放 

10 月 29 日 (金) 「若狭湾次世代エネルギーパーク 認定施設カード」の配布を開始 

11 月 8 日 (月) 県議会厚生常任委員会が、年縞博物館を視察 

11 月 12 日 (金) 和歌山県議会建設委員会が、年縞博物館を視察 

11 月 17 日 (水) 「第６９回全国博物館大会」の「第 2 回日本博物館協会賞表彰式」に参

加し、賞状等を受領 

11 月 19 日 (金) 大阪事務所で「年縞と縄文の世界展」を開催（〜12 月 23 日（木）） 

11 月 22 日 (月) 年縞博物館で、「第 2 回日本博物館協会賞」の賞状、盾等を展示 

（〜12 月 12 日（日）） 

11 月 23 日 (火・祝) 「ふるさと環境フェア」のステージイベントに、学芸員が年縞博物館か

ら生中継（オンライン）で参加 

12 月 1 日 (水) 阪急交通社企画の「たびコト塾」で、年縞を紹介するオンライン講座（第

1 回目）を開催 

12 月 8 日 (水) イルミネーション、クリスマスツリー等で館内を装飾（〜27 日（月）） 

12 月 11 日 (土) 三瓶自然館の「月イチガク」で、年縞を紹介するオンライン講座を開催 

12 月 13 日 (月) 第 2 回日本博物館協会賞受賞記念巡回展「アワードでたどる年縞博のあ

ゆみ」を開催（県庁ホール：13 日（月）〜17 日（金）、福井県立図書館：

17 日（金）〜25 日（土）） 

12 月 24 日 (金) 先着 50 名の来館者にクリスマスプレゼント（クッキー）をプレゼント

（〜25 日（土）） 

12 月 25 日 (土) 若狭三方縄文博物館およびレインボーラインと連携し、「コラボキャン

ペーン」を実施（〜令和４年３月 31 日（木）） 

12 月 26 日 (日) 立命館研究者によるガイドツアー（常設展示、マヤ展示）を開催（〜27

日（月）） 
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令和 4 年（2022 年）  

1 月 3 日 (月) 年始イベントを実施 

1 月 17 日 (月) 福井銀行大阪支店で「年縞と縄文の世界展」を開催（〜2 月 24 日（木）） 

1 月 25 日 (火) 嶺南地域の観光協会等が視察研修 

１月 27 日 (木) 「BCS 賞」「中部建築賞」のブロンズパネルを館内に設置 

2 月 

 

12 日 

 

(土) 

 

阪急交通社企画の「たびコト塾」で、年縞を紹介するオンライン講座（第

２回目）を開催 

2 月 21 日 (月) 「国際年縞研究会議」（オンライン）を開催 

3 月 1 日 (火) 福井県観光連盟と連携し、京都駅で実物年縞等を展示（〜3 月 31 日（木）） 

3 月 23 日 (水) 栃木県那須塩原市で採取した「古塩原湖の年縞」を常設展示に追加 

※講演会、講座およびイベントの詳細は、「Ⅱ 事業の概要」に掲載 
 
 
２ 特別展示 

 

（１）特別展 

ア 「Varves in Maya―マヤの年縞をめぐる冒険 2021」 

開催期間：令和 3 年 8 月 4 日（水）〜10 月 4 日（月） 

     ※11 月 1 日（月）まで会期延長 

     ※年縞博物館では 12 月 27 日（月）まで単独開催 

開催場所：お宝編：福井県年縞博物館 冒険編：若狭三方縄文博物館 

主催者 ：福井県年縞博物館、若狭三方縄文博物館 

協力  ：立命館大学古気候学研究センター、サン・クラウディオ年縞プロジェクト、ウスマシ 

ンタ川中流域考古学プロジェクト 

概要  ：古代マヤ文明の地、メキシコ、グアテマラの年縞を紹介する特別展。「お宝編」（福

井県年縞博物館）では、メキシコで発見された年縞を世界初公開したほか、プロジェ

クトの目的や考古学的な新発見について紹介した。「冒険編」（若狭三方縄文博物館）

では、グアテマラの年縞を世界初公開し、掘削道具の実物や調査の様子を写真で紹介

した。 

 

イ 特別展記念シンポジウム「年縞・遺跡―マヤ文明の足跡」 

開催日時：令和 3 年 10 月 23 日（土）14:00〜16:10 

開催場所：レピア白梅殿 

主催者 ：福井県年縞博物館 

概要  ：特別展の開催を記念して、猪俣健氏（アリゾナ大学教授・WEB 参加）と北場育子氏

（立命館大学准教授）による記念講演および調査メンバーによるパネルトークを実
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施した。 

その他 ：同日は、福井県教職員互助会の支援事業により観覧料減免（無料） 

 

（２）記念展示 

ア 記念展示「アワードでたどる年縞博の歩み」 

開催期間：令和 3 年 4 月 24 日（土）〜7 月 19 日（月） 

開催場所：福井県年縞博物館 １F エントランスロビー 

概要  ：第 2 回日本博物館協会賞の受賞決定を受け、年縞博物館がこれまでに受賞した各種 

賞を紹介。賞状や盾を展示した。 

 

イ 記念展示「第 2 回日本博物館協会賞受賞」 

開催期間：令和 3 年 11 月 22 日（月）〜12 月 12 日（日） 

開催場所：福井県年縞博物館 １F エントランスロビー 

概要  ：第 2 回日本博物館協会賞の賞状や盾等を展示した。 

 

ウ 巡回展示「アワードでたどる年縞博の歩み」 

開催期間：①令和 3 年 7 月 21 日（水）〜8 月 1 日（日） 

     ②令和 3 年 12 月 13 日（月）〜12 月 17 日（金） 

③令和 3 年 12 月 17 日（金）〜12 月 25 日（土） 

開催場所：①若狭図書学習センター（小浜市） 

     ②福井県庁（福井市） 

     ③福井県立図書館（福井市） 

概要  ：第 2 回日本博物館協会賞の受賞決定を受け、年縞博物館がこれまでに受賞した各種 

賞およびこれまでの取り組みを紹介する展示を福井県内 3 か所で実施した。 

 

エ 出張展示「日本博物館協会賞受賞決定」 

開催期間：令和 3 年 5 月 9 日（水）〜7 月 20 日（火） 

開催場所：福井県東京事務所（千代田区） 

概要  ：第 2 回日本博物館協会賞受賞決定の紹介とともに実物の水月湖年縞を展示し、関東 

圏での水月湖年縞の周知を図った。 

 

オ 出張展示「年縞と縄文の世界展」 

開催期間：令和 3 年 11 月 19 日（金）〜12 月 23 日（木） 

開催場所：福井県大阪事務所（大阪市） 

概要  ：関西圏での水月湖年縞の周知のために、年縞の実物やパネルのほか若狭三方縄文博 

     物館の協力を得て縄文土器等を展示した。 
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カ 出張展示 

開催期間：令和 3 年 3 月 1 日（火）〜3 月 31 日（木） 

開催場所：JR 京都駅（京都市）日本旅行店舗ディスプレイ内 

概要  ：福井県観光連盟の県内へのコンベンション等誘致のため、恐竜博物館とともに京都 

駅で PR 展示（年縞の実物やパネル等）した。 
 
 
３ 教育普及活動 

 

（１） 年縞講座 

内容：水月湖の年縞が歴史の年代を知る「ものさし」として、世界に大きな貢献をしていること

を知ってもらい、年縞についてより深い理解をしてもらうために、出前講座や、博物館の団体予

約の来館者に対して講座を開催している。 

 

日付 依頼者 場所 人数 タイトル 講演者 

10月23日（土） 武生高校 三方青年の家 80名 水月湖の年縞（ねんこう）堆積物 北川学芸員 

11 月 6 日（土） 南アルプス子供村 年縞博物館セ

ミナー室 

27名 水月湖の年縞（ねんこう）堆積物 北川学芸員 

12 月 1 日（水） 阪急交通社 Web 100名 季節がつくりだす縞模様「年

縞」〜水月湖に眠る７万年の縞

模様が「年代のものさし」とな

るまで〜 

北川学芸員 

12 月 8 日（水） 敦賀ロータリークラ

ブ 

福井銀行敦賀

支店 

25 名 水月湖年縞が解き明かす過去

の気候変動 

北川学芸員 

12月11日（土） 島根県三瓶小豆原自

然館 

Web 16 名 地層が語る 7 万年「年縞」 北川学芸員 

12月15日（水） 敦賀高校 三方青年の家 52 名 水月湖年縞２つの価値（世界標

準年代のものさし・古気候の復

元） 

北川学芸員 

1 月 13 日（木） 鯖江ライブラリーカ

フェ実行委員会 

鯖江市文化の

館 

25 名 水月湖の年縞の発見と研究〜

世界の水月湖になるまで〜 

北川学芸員 

2 月 10 日（木）

〜2 月 18 日

（金） 

嶺南教育事務所 

（嶺南教育実践フォ

ーラム） 

YouTube（ビデ

オ） 

- 福井県年縞博物館 

水月湖年縞とは 

北川学芸員 
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2 月 12 日（土） 阪急交通社 Web 60名 季節がつくりだす縞模様「年

縞」〜水月湖に眠る７万年の縞

模様が「年代のものさし」とな

るまで〜 

北川学芸員 

 
（２）立命館大学サマースクール 

内容 ：これからの世代である県内高校生に地質年代の「世界標準ものさし」水月湖年縞につい 

て理解を深めてもらい、研究に興味を持ってもらうため、立命館大学研究者らによる年 

縞についての講義と博物館の見学、実習を実施。 

講師 ：中川毅教授・北場育子准教授（立命館大学古気候学研究センター） 

北川淳子学芸員（年縞博物館） 

会場 ：年縞博物館 縄文博物館 

日程 ：8 月 4 日（水） 

参加者：若狭高等学校 42 名 

 
（３）博物館実習受け入れ 

内容 ：学芸員資格の取得を希望する学生に、博物館での実践の場を提供。 

講師 ：長屋憲慶学芸員、北川淳子学芸員、山田圭太郎研究員（立命館大学） 

場所 ：年縞博物館および野外（若狭町内） 

日程 ：令和 3 年 11 月 22 日（火）〜11 月 28 日（月） 

参加数：２名 

 

（４）教科書等への「年縞」の掲載 

[教科書] 

・中学校教科書への水月湖「年縞」の掲載 

   理科   探求する新しい科学１（東京書籍） 

        未来へひろがるサイエンス１（啓林館） 

   社会   最新 新しい日本の歴史（育鵬社） 

 

（５）「夏休みの友」への掲載 

内容 ：県内小学校 6 年生の「夏休みの友」の表紙に年縞博物館を掲載 

 

４ 資料収集活動 

 
（１）栃木県那須塩原の年縞展示 

ア 古塩原湖の年縞 
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 常設展示を充実させるため、植物の葉化石が多産することで知られる「古塩原湖の年縞」を採取し、

新たに展示に加えた。葉化石は 1 年毎の層（年縞）の間に挟まれており、小学校などの教材としても

利用されているが、その層が年縞であるということはあまり認識されていない。様々な時代、場所の

年縞を広く知ってもらうため、3 月 23 日から常設展示に加えた。 

 

展示物 

展示箇所 エレベーター南側壁面 

資料サイズ W1690mm×H1790mm（枠込み） 

採取場所 栃木県那須塩原市上塩原 （36 度 58 分 57 秒、139 度 47 分 33 秒） 

年 代 約 30 万年前 

展示風景 

 

その他 展示コーナーを新設 

※加工、整形、保存処理、標本制作：考古造形研究所／ケース作成：乃村工藝社  

 

 

5 来館促進活動 

 
（１）各種イベント・キャンペーン 

 ア スリーウィークイベントリレー 

実施日：令和３年４月 10 日（土）〜５月 31 日（月） 

場所 ：福井県年縞博物館 

主催 ：福井県年縞博物館 

協力 ：cafe 縞 

内容 ：来館者プレゼント（4/10、11、17、18） 
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年縞博物館プレミアムガイドツアー（4/17） 

記念展示「アワードでたどる年縞博のあゆみ」（4/24〜5/31） 

    ※記念展示は 7/19 まで延長 

 

イ 特別展記念イベント シマシマにドキドキ 

実施日：令和３年 10 月 9 日（土） 
場所 ：縄文ロマンパーク 

主催 ：福井県年縞博物館、若狭三方縄文博物館、cafe 縞 

内容 ：観覧料減免（無料、福井県教職員互助会の支援事業）、缶バッジプレゼント、勾玉づく 

り、年縞博物館ガイドツアー等 

 

ウ クリスマスイベント 

実施日：令和 3 年 12 月８日（水）〜26 日（日） 
場所 ：縄文ロマンパーク 

主催 ：福井県年縞博物館、若狭三方縄文博物館 

協力 ：cafe 縞 

内容 ：クリスマス BGM、イルミネーション（全日）、 

立命館大学中川教授、北場准教授によるガイドツアー（12/26、27） 

来館者プレゼント（12/24、25 両館） 

 

エ 年始イベント 

実施日：令和４年 1 月 3 日（月） 

場所 ：福井県年縞博物館 

内容 ：観覧料減免（無料）。先着 50 名に「コシヒカリ」300g をプレゼント 

 

 

６ 地域（近隣施設）との連携  

 
（１）キャンペーン等 

ア 若狭 GoGo キャンペーン 
     実施期間：令和 3 年 8 月 16 日（月）〜令和 4 年 2 月 27 日（日） 

     主催  ：一般社団法人若狭三方観光協会 

     内容  ：若狭町宿泊者に特典を付与 

         連携内容：若狭町宿泊者に「年縞博物館観覧無料」の特典を付与 

     利用者数：1,502 人 ※2/28 まで利用可 
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イ WAKASA スマイル FESTIVAL in 縄文ロマンパーク 

     実施日 ：令和 3 年 10 月 9 日（土） 

     主催  ：若フェス実行委員会 

     後援  ：若狭町 

     内容  ：ウナギ筒漁見学、三方湖秘境調査、ステージパフォーマンス（敦賀気比高校ダンス

チア部・ジャズコンサート他）、打ち上げ花火、ジブリ野外上映会 等 

     連携内容：参加者は、年縞博物館観覧料減免（無料） 

 
 ウ 縄文博物館とレインボーラインとのコラボ割り 
     実施期間：令和３年 12 月 25 日（土）〜令和 4 年 3 月 31 日（木） 

     連携施設：年縞博物館、若狭三方縄文博物館、(株)レインボーライン 

     内容  ：３施設の観覧料・入園料の割引（表面）とスタンプラリー（裏面）を組み合わせた券

を発行し、周辺施設等に設置。個人旅行者が券を３施設の受付に提示すれば、割引

（年縞博物館、若狭三方縄文博物館は観覧料を減免（共通券を含めて２割引）、レイ

ンボーライン山頂公園は 100 円引き）を適用。３施設分のスタンプ押印で粗品（ク

リアファイル）をプレゼント 

     利用者数：70 人 

 
（２）その他 

・福井県立三方青年の家（宿泊利用者）および国立若狭湾青少年自然の家利用者（日程の一環で観覧

した者）は、観覧料を減免（無料） 

・若狭町および美浜町の飲食店や民宿等に年縞博物館と縄文博物館共通で使用できる２割引券を配布 

 

 

7 地域の魅力向上 

 

（１）「LoGet!CARD」の配布 
開始日 ：令和 3 年 4 月 10 日（土） 

主体  ：県新幹線開業課 

内容  ：全国の観光スポットを統一フォーマットでシリーズ化したコレクションカード 

 

（２）「若狭湾次世代エネルギーパーク認定施設カード」の配布 
開始日 ：令和 3 年 10 月 29 日（金） 

主体  ：県電源地域振興課 

内容  ：令和 2 年に「次世代エネルギーパーク」として認定されたことを記念したカード 
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（３）嶺南地域の観光協会等による博物館見学 

実施日 ：令和４年１月 25 日（火） 

主催  ：一般社団法人若狭三方五湖観光協会 

内容  ：北陸新幹線福井・敦賀開業に向け、嶺南地域の観光協会等の職員らが、地域でのおも 

てなし力を向上させるため、年縞博物館などの視察研修を実施 

     参加者数：16 人 
 

 

８ 立命館大学との連携 

 
 県と立命館大学は、相互の連携協力により、年縞を基にした学術、研究、教育の発展を図ることを目的

に、平成 27 年（2015 年）10 月 22 日「福井県と立命館大学との年縞を基にした研究等に関する基本協定」

を締結した。 

 

（１）協定における協力事項 

 ア 研究の推進および学術研究への相互支援 

 イ 研究者、職員の交流 

 ウ 学術資料および情報の交換 

 エ 県民への教育および生涯学習の推進 等 

 

 

（２）協定に基づく連携 

ア 花粉化石から気候変動のメカニズムと農耕開始の原因を解明する研究論文 

   概要  ：花粉化石から気候変動や農耕について考察する論文を発表 

   発表者 ：立命館大学古気候学研究センター長、教授 中川 毅 

   時期  ：令和３年 7 月 

   その他 ：学術雑誌「Global and Planetary Change」に招待論文として掲載、年間優秀論文に選定 

 

イ 立命館大学サマースクール 

概要  ：県内のスーパーサイエンスハイスクール指定校等への特別授業 

実施日 ：8 月４日（水） 

参加校等：若狭高校（42 人） 

 

ウ セルソーターによる花粉抽出技術の研究論文 

   概要  ：確立した花粉抽出技術を研究論文にとりまとめて発表 

発表者 ：立命館大学 
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時期  ：令和 3 年 11 月 

その他 ：学術雑誌「Quaternary Science Review」に掲載 

 

エ 国際年縞研究会議（オンライン） 

   概要  ：世界の年縞研究者と、研究報告や今後の方向性を議論（珪藻化石に含まれる酸素・水

素の分析による古気候復元のためのデータ構築について） 

   実施日 ：令和４年 2 月 21 日（月） 

参加者 ：3 か国から 5 機関 10 名が参加 

リチャード・スタッフ（スコットランド大学環境研究センター リサーチフェロー） 

シャルロット・レックス（グラスゴー大学 大学院生） 

ジョナサン・タイラー（アデレード大学 上級講師） 

アレキサンダー・フランケ（アデレード大学 大学院生） 

ベネッサ・ノーインスキー（アデレード大学 大学院生） 

中川 毅（立命館大学古気候学研究センター長、教授） 

北場 育子（立命館大学古気候学研究副センター長、准教授） 

       山田 圭太郎（立命館グローバル・イノベーション研究機構 助教） 

北川 淳子（福井県年縞博物館学芸員） 

       長屋 憲慶（福井県年縞博物館学芸員） 

 

 

９ 滋賀県立琵琶湖博物館との連携 

 
 令和 2 年 7 月 30 日開催の「滋賀県・福井県知事懇談会」において、年縞博物館と琵琶湖博物館の連携に

ついて、両県が合意した。 

 

（１）知事懇談会での合意事項 

 ・年縞ステンドグラスを琵琶湖博物館に展示するなど、両博物館で互いの所蔵品を展示・紹介 

 ・年縞博物館が開催する講座に琵琶湖博物館の学芸員を講師として招へい 

 ・小中学校の教育旅行による交流に向け、互いの博物館や周辺施設の情報を紹介 

 

（２）合意事項に基づく実施事業 

 ア 相互の所蔵品の展示・紹介、学芸員の相互派遣（再掲） 

 （ア）年縞博物館で琵琶湖博物館の所蔵品を展示（湖ラボ展） 

     日 時：令和３年 10 月１日（金）〜11 月 14 日（日） 

     場 所：琵琶湖博物館２階 

     展示物：①水月湖ステンドグラス（E38：約 4 万 7000 年前）、②長野県深見池のコアはぎとり 
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試料（長さ 320 ㎝程度、AD1700 年頃から現在）、③死海（リサン湖）の年縞の露頭

のブロックサンプル（50cm程度 2 個、約 2 万 7000 年前、約 3 万年前） 

イ 小中学校の教育旅行の交流に向けた博物館等の紹介 

(ア) 滋賀県市町教育委員会担当者会（４月６日（火））での年縞博物館パンフレットの配布 

(イ) 福井県新任教頭研修での琵琶湖博物館、年縞博物館の PR（6 月 17 日（木））    

※ Zoom 参加 

※ 結果を「教育長チャンネル」（YouTube）で配信 

(ウ) 福井県新任校長研修での琵琶湖博物館、年縞博物館の PR（7 月 7 日（水）） 

※ Zoom 参加 

※ 休憩時に、琵琶湖博物館の PR 映像を上映 

(エ) しが環境教育研究協議会（7 月 30 日（金））での年縞博物館のＰＲ 

 

 

１０ 受入環境の充実 

 

（１）常駐ナビゲーターの配置 

  博物館内の展示案内・解説を行うナビゲーターを常時１名〜３名配置 

  （年縞博物館展示案内員２名、里山里海湖相談員４名が順次） 

 

 

11 広報・刊行物等 

 

（１） 公式ホームページ等の開設・運用 

ア 公式ホームページ 

開設日：平成30年（2018年）7月31日（トップページ公開）※同年9月14日に全ページ公開 

内容 ：年縞博物館に関する新着情報、開館情報、アクセスなど来館にあたり必要な情報をリアルタ 

イムに発信 

言語 ：日本語・英語・中国語（繁体字・簡体字） 

アクセス数： 約93,000件（令和3年（2021年)4月1日〜令和4年（2022年）3月31日まで） 

イ ＳＮＳ（Instagram、Facebook、Twitter） 

運用開始日：令和2年（2020年）7月8日 

内容：広報活動の充実、年縞博物館に関する新着情報の発信 

 

（２） 印刷物の発行（主なもの） 

  ア 年縞博物館 解説書 

     A4判87頁、1,000部 
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     令和3年（2021年）12月発行 

イ 年縞博物館パンフレット  

     A４判４頁 

     令和4年（2022年）1月発行 

     言語 日本語 

ウ 館内パンフレット 

     560mm×120mm、7面折り 

     令和3年（2021年）11月発行 

     令和4年（2022年）2月発行 

     言語 日本語 

  エ 老人クラブ広報用チラシ、依頼資料 

     チラシＡ４判 1,800枚 

     依頼資料  1,800枚 

     令和3年（2021年）12月発行 

  オ 特別展記念シンポジウム チラシ 

     チラシA4判 2,000枚 

カ 特別展（Varves in Maya―マヤの年縞をめぐる冒険2021）チラシ・ポスター 

     チラシA4判、35,000部 ポスター B2判、200部 

     令和3年（2021年）6月発行 

  キ 水月湖年縞ハンドブック「奇跡の湖 水月湖年縞」 

    B5判12頁 

    令和3年（2022年）7月発行 

    言語 日本語 

  ク 特別展パンフレット 

     A4版20頁、20,000部 

     令和3年（2021年）8月発行 

  ケ 福井県年縞博物館 年報（第2号） 

     A4判、本文46頁 250部 

     令和3年（2021年）9月発行 

 

（３） 広報活動 

雑誌、新聞、テレビ、ラジオ等多様なメディアを活用し、情報を発信した。 

主な実績は次のとおりである。 

ア 雑誌 

・北國アクタス（2021年6月号） 

・東海ウォーカー（2021年6月号） 
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・まっぷる福井‘２2 

・kirameki club（2021年4月号、2021年8月号） 

・北陸道楽（2021年夏号、秋・冬号） 

・旅行読売（2021年10月号） 

・だんらん（2021年秋・冬号） 

・ANTA NEWS（2021年9月・10月号） 

・月間「ひととき」（2021年11月号） 

・ことりっぷ 敦賀・美浜・若狭 

・BRUTUS（2022年2月号） 

・関西ウォーカー（2022年春号） 

・博物館研究（2022年3月号） 

イ 本 

・ディテールから考える構造デザイン（令和3年（2021年）4月発行） 

・地図で読み解く初耳秘話 福井のトリセツ（令和3年（2021年）5月発行） 

・教養として知っておきたい博物館の世界（令和3年（2021年）7月発行） 

・ミュージアムグッズのチカラ（令和3年（2021年）7月発行） 

・情報デザイン（令和3年（2021年）9月発行） 

ウ 新聞 

・読売新聞「年代ものさし世界標準」（令和3年5月2日） 

・福井新聞連載記事「最先端をゆく年縞研究の今 県年縞博物館3周年」 

（令和3年9月15日~16日、全2回） 

  ・日本経済新聞「堆積物で気候変動を分析」（令和4年3月23日） 

エ その他広報誌等 

 ・（株）ちばぎん総合研究所機関紙「MANAGEMENT SQUARE」（令和3年（2021年）12月号） 

 ・美方高校新聞（令和4年（2022年）3月） 

オ テレビ 

・NHK総合「世界四大化計画〜Mr.ザッハトルテの野望〜」（令和3年（2021年）8月） 

   ・北陸朝日放送「ゆうどきLive」（令和3年（2021年）12月） 

カ ラジオ 

・FBCラジオ ラジオ放送講座「いきいきセミナー」（令和3年（2021年）4月） 

 

（４）ミュージアムグッズ 

ア グッズ一覧 

・年縞ステンドグラス定規 200円 

・年縞定規（30cm ）600円 

・７万年のシマシマ定規 200円 
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・リアル年縞ネクタイ 3,800円 

・ものさしにもなるクリアファイル 150円 

・葉っぱが出てくるクリアファイル 150円 

・年縞博物館クリアファイル 150円 

・キーホルダー（年縞ステンドグラス） 250円 

・年縞博物館マグネット 300円 

・シマシマコースター（越前和紙） 200円 

・シマシマハンドタオル 500円 

・年縞ふせん 300円 

・にゃんこう博士メモパッド 400円 

・ジグソーパズル（年縞） 1,000円 

・ジグソーパズル（花粉） 1,000円 

・年縞ポスター 500円（本年度から販売） 

・ポストカード（16種） 100円/枚（本年度から販売） 

イ 取扱書籍一覧（※現在取り扱っていないものも含む） 

・人類と気候の10万年史過去に何が起きたのか、これから何が起こるのか 

中川毅・著講談社 

・時を刻む湖７万枚の地層に挑んだ科学者たち 

中川毅・著岩波書店 

・世界のものさし水月湖年縞 

若狭三方縄文博物館編 

・名探偵コナン推理ファイル人類の謎 

原作／青山剛昌まんが／太田勝まんが／窪田一裕小学館 

・メタルカラーの時代１２空前絶後のスーパー仕事師 

山根一眞・著小学館 

・新しい１キログラムの測り方科学が進めば単位が変わる 

臼田孝・著講談社 

・チェンジング・ブルー気候変動の謎に迫る 

大河内直彦・著岩波書店 

ウ 図録一覧 

・図録古代エジプト文明-気候変動と水辺の民-500 円 

・図録 シマシマが語る 46 億年の歴史-500 円 

・福井県年縞博物館 解説書-1,500 円 
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１２ 営業活動 

 

（１）観光商談会 

ア オンライン福井観光商談会（西日本エリア） 

日付：令和３年 6 月 25 日（金） 

会場：国際交流会館 

実績：西日本エリアの旅行会社７社に対して商談を実施 

イ 北陸地区オンライン観光商談会（関西圏） 

日付：令和３年９月 17 日（金） 

       会場：－（年縞博物館） 

       実績：関西圏の旅行会社７社に対して商談を実施  

ウ オンライン福井観光商談会（中京圏） 

       日付：令和３年 10 月 20 日（水）  

会場：国際交流会館 

       実績：中京圏の旅行会社 12 社に対して商談を実施  

エ オンライン福井観光商談会（東日本エリア） 

日付：令和４年２月８日（火） 

         会場：国際交流会館 

         実績：東日本エリアの旅行会社６社に対して商談を実施 

オ 北陸地区オンライン観光商談会 

    日付：令和４年２月 28 日（月） 

会場：－（年縞博物館） 

実績：関西圏の旅行会社 8 社に対して商談を実施  

 

（２）出向宣伝 

  ア ふるさと環境フェア 2021 

日付：令和３年 11 月 23 日（火・祝） 

会場：福井県産業会館 

内容：ステージイベントでの学芸員による年縞博物館等の紹介 

（紹介映像放送およびサテライト中継により博物館と会場をつなぎ PR） 

 

（３）営業訪問 

    開館以降、年縞博物館へのツアー企画実績がある県内旅行会社を訪問 

     実績：20 件 

 

この他、県交流文化部や県外事務所、若狭町、県観光連盟、若狭湾観光連盟、近隣市町観光協会等と連携
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し観光商談会や出向宣伝時等に年縞博物館の PR を実施するとともに、県内老人クラブや公民館に向けて

は、生涯学習の場として利用を依頼 
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―――――――――――――――――――――――――― 

Ⅲ 運用状況 

 
１ 入館者数 

 

（１）来館者の推移 

月 
令和２年度（2020 年度） 令和 3 年度（2021 年度） 対前年比 

来館者数（人） 観覧料（円） 来館者数（人） 観覧料（円） 来館者数 観覧料 

４月 78 13,870 1,973 415,170 2529.5% 2993.3% 

５月 965 230,500 3,185 689,510 330.1% 299.1% 

６月 1,890 429,240 2,593 357,040 137.2% 83.2% 

７月 5,675 952,600 3,797 700,080 66.9% 73.5% 

８月 6,006 1,265,500 2,575 603,130 42.9% 47.7% 

９月 5,353 937,500 3,408 458,010 63.7% 48.9% 

１０月 7,013 778,060 6,354 748,900 90.6% 96.3% 

１１月 7,504 1,020,790 7,080 821,430 94.3% 80.5% 

１２月 2,520 579,540 2,983 539,900 118.4% 93.7% 

１月 773 116,960 1,270 188,380 164.3% 161.1% 

２月 1,825 334,950 1,024 201,380 56.1% 60.1% 

３月 2,966 604,970 2,494 538,910 84.1% 89.1% 

年度合計 42,568 7,264,480 38,736 6,261,840 91.0% 86.2% 

累計 128,618 22,523,320 167,354  28,785,160   

・8 月 14日（土）〜24日（火）、28 日（土）、29日（日）、9 月 4日（土）、5日（日）、11 日（土）、12 日（日）は臨時

休館 

 

（２）来館者セレモニー 

来館者数 達成年月日（曜日） 対象来館者 備考 

15万人 令和 3年（2021年）10月 20日（水） 永平寺町志比小学校 ６年生 
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２ 年縞資料等貸出状況 

 

貸出期間 貸出相手 資料種別 利用目的 

自：令和 4 年 5 月 31 日 

至：令和 4 年 5 月 30 日 

福井市自然史博物館分館

（セーレンプラネット） 

実物年縞標本 常設展示 

自：令和 3 年 7 月 24 日 

至：令和 4 年 7 月 23 日 

東洋計量史資料館 実物年縞標本 常設展示 

自：令和 4 年 2 月 

至： 

芳林社 年縞ステンドグラス

画像 

『MANAGEMENT 

SQUARE』連載「科

学技術の今を読み解

く」掲載 

自：令和４年 2 月 

至：  

小学館 年縞写真（SG14） 

年縞掘削現場画像 

児童書「のぞく図鑑 

穴」掲載 

自：令和 4 年３月 23 日 

至：令和 4 年 3 月 23 日 

日本経済新聞社 年縞掘削現場画像 朝刊 大学面「知の現

場」掲載 

 
 
３ 展示運営、建築に関する受賞 

 
 平成 30 年（2018 年）9 月開館の福井県年縞博物館は、歴史は浅いものの、展示運営、展示デ
ザイン、建築に関して高い評価を受けており、これまでに次の賞を受賞している。 
 

（１） KUKAN DESIGN AWARD 2019 【SILVER PRIZE】 

受賞日     令和元年（2019 年）10 月 4 日 

贈賞団体    日本空間デザイン賞実行委員会 

   賞の趣旨    新しいデザイン価値や国内外の優れたデザイン人材の発掘を実現し、次世代の指 

標となるプラットフォームを構築する。 

   主な申請者   株式会社乃村工藝社 

 

（２） 第 38 回日本ディスプレイ産業賞（2019） 【奨励賞】 

受賞日     令和元年（2019 年）11 月 1 日 

贈賞団体    一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会 

   賞の趣旨    ディスプレイを通じて生活文化の向上および国土景観の発揚に寄与するため、賞 

揚し、その成果を公表して、ディスプレイ産業振興と社会的認知の向上を目指す。 

   主な申請者   株式会社乃村工藝社 
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（３） 第 53 回日本サインデザイン賞 【入選】 

受賞日     令和元年（2019 年）11 月 21 日 

贈賞団体    公益社団法人日本サインデザイン協会 

   賞の趣旨    優れたサインデザイン社会を広く社会にアピールすることにより、サインデザイ

ンの普及および啓発を図る。 

   主な申請者   株式会社乃村工藝社 

 

（４） 第 6 回日本展示学会賞 

受賞日     令和 2 年（2020 年）9 月 21 日 

贈賞団体    日本展示学会 

   賞の趣旨    展示に関する理論や芸術・技術の進歩を図るとともに展示学の社会的認識を高め、 

かつ、文化の発展に資する優れた研究・業績をたたえる。 

   主な申請者   選考委員会による決定 

 

（５） SKY DESIGN AWARDS 2020 【GOLD PRIZE】 

受賞日     令和 2 年（2020 年）11 月 6 日 

贈賞団体    メルシーマガジン社 

   賞の趣旨    リミットがない「Sky＝空」にように、デザイナーが可能性を広げ、視野が広げる

ことのできるような機会を創出する。 

   主な申請者   株式会社乃村工藝社 

 

（６） 第 61 回 BCS 賞 

受賞決定日   令和 2 年（2020 年）12 月 22 日（受賞日は令和 3 年（2021 年）4 月 19 日） 

贈賞団体    一般社団法人日本建設業連合会 

   賞の趣旨    わが国の良好な建築資産の創出を図り、文化の進展と地球環境保全に寄与する。 

   主な申請者   福井県 

 

（７） 第 52 回中部建築賞 【入賞】 

受賞日     令和 3 年（2021 年）2 月 5 日 

贈賞団体    中部建築賞協議会 

   賞の趣旨    「持続可能な社会」を目指す時代の要請に応えて、地域と環境に根ざしている優

れた建築作品を表彰することにより、中部圏の建築文化の向上と地域の発展に寄

与する。 

   主な申請者   福井県 
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（８） 第 1 回 AND 賞（Archi-Neering Design AWARD） 【優秀賞】 

受賞日     令和 3 年（2021 年）2 月 6 日 

贈賞団体    AND 賞実行委員会 

   賞の趣旨    完成された建築作品としての評価だけでなく、そのプロジェクトが持つ固有の技

術的テーマ（構造や環境など）を明らかにし、デザインプロセス、しくみやしかけ、

素材や施工法などを真摯にイノベーティブに追及する人やチームを表彰する。 

   主な申請者   金箱構造設計事務所 

 

（９） 第 2 回日本博物館協会賞 

受賞決定日   令和 3 年（2021 年）3 月 15 日 

受賞日     令和 3 年（2021 年）11 月 17 日 

贈賞団体    公益財団法人日本博物館協会 

   賞の趣旨    博物館の振興に大きく貢献し、他の博物館の範となる顕著な成績を挙げていると

認められる国内施設を顕彰する。 

   主な申請者   選考委員会による決定 
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―――――――――――――――――――――――――― 

Ⅳ 資料 

 
１ 組織等 

（１）組織（令和３年４月１日現在） 

   特別館長（非常勤嘱託） 

    館長（兼務）    ——— 館員 11 名：事務  6 名（うち兼務 4 名） 

学芸員  2 名 

自然保護  1 名（兼務） 

会計年度任用職員 2 名 

（展示案内員） 

 
（２）分掌事務 

  ア 博物館の庶務に関すること。 

  イ 予算の編成および執行、経理に関すること。 

  ウ 博物館の施設および設備の管理運営に関すること。 

  エ 歳入および調定に関すること。 

  オ 年縞に関する調査、研究に関すること。 

  カ 年縞に関する資料の収集、保管および利用に関すること。 

  キ 年縞の利用等に対する助言および指導等に関すること。 

  ク 年縞についての展示、教育普及に関すること。 

  ケ 立命館大学との共同研究に関すること。 

  コ 博物館の広報に関すること。 

 

（３）職員名簿 

（令和３年４月１日現在） 13 名 

特別館長 （非常勤嘱託） 山根 一眞  

館長 （事務） 松井 秀幸 ※ 

主任 （事務） 伊戸  崇  

主査 （学芸員） 北川 淳子  

主査 （学芸員） 長屋 憲慶  

主事 （事務） 田邉 香貴  

総括主任 （事務） 永木 庄治 ※ 

主任 （事務） 加藤 睦教 ※ 
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主査 （事務） 現方 慶昌 ※ 

主査 （研究員、自然保護） 山﨑 彬輝 ※ 

主事 （事務） 石田 将都 ※ 

展示案内員 （会計年度任用職員） 福田 英則  

展示案内員 （会計年度任用職員） 今川 政之  

※安全環境部自然環境課（里山里海湖研究所）との兼務職員 

 

 

２ 関係条例・規則 

 
福井県年縞博物館の設置および管理に関する条例（平成 30 年 3 月 22 日福井県条例第 6 号） 

 

（設置） 

第１条 水月湖の年縞
こう
およびこれに関連する資料（以下「年縞資料」という。）の収集、保管、展示、研究

等を行い、もって県民の文化の向上および学術の振興に寄与するため、福井県年縞博物館（以下「年縞博

物館」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 年縞博物館は、三方上中郡若狭町に置く。 

（業務） 

第３条 年縞博物館は、次に掲げる業務を行う。 

（１）年縞資料の収集、保管および展示 

（２）年縞資料の調査および研究 

（３）展示の内容および年縞資料の利用に関する説明、助言および指導 

（４）年縞資料に関する講演会、研究会等の開催 

（５）年縞資料に関する研究、発表等のために必要な施設または設備の提供 

（６）年縞資料に関する試験および分析 

（７）前各号に掲げるもののほか、年縞博物館の設置の目的にふさわしい業務 

（施設等の使用の承認） 

第４条 年縞博物館の施設または設備（以下「施設等」という。）を使用しようとする者は、知事の承認を

受けなければならない。 

（観覧料） 

第５条 年縞博物館が展示する年縞資料を観覧しようとする者は、別表第１に掲げる額の観覧料を納付し

なければならない。 

（使用料） 

第６条 年縞博物館の施設等を使用しようとする者は、別表第２に掲げる額の使用料を納付しなければな

らない。 

（手数料） 
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第７条 年縞博物館に対し、別表第３の上欄に掲げる分析（以下「分析」という。）を依頼しようとする者

は、同表の下欄に掲げる額の手数料を納付しなければならない。 

２ 分析を依頼する者が特に迅速に処理することを要件として依頼する場合の手数料の額は、別表第３に

掲げる額の２倍の額とする。 

３ 特別の経費を要する分析の依頼については、前２項に定める手数料のほかに、それに要する実費を徴

収することができる。 

（観覧料等の不還付） 

第８条 既に納付した観覧料、使用料または手数料は、還付しない。ただし、知事が特に必要があると認

めるときは、この限りでない。 

 

 

（観覧料等の免除） 

第９条 知事は、特に必要があると認めるときは、観覧料、使用料または手数料の全部または一部を免除

することができる。 

（入館の拒否） 

第１０条 知事は、年縞博物館に入館しようとする者が次の各号のいずれかに該当するときは、入館を拒

否することができる。 

（１）施設等または展示品を損傷し、または滅失させる行為をするおそれがあるとき。 

（２）他人に危害を加え、または迷惑となる行為をするおそれがあるとき。 

（３）前２号に掲げるもののほか、年縞博物館の管理上支障があると認められるとき。 

（入館者の遵守事項） 

第１１条 年縞博物館に入館した者（以下「入館者」という。）は、次に掲げる事項を守らなければならな

い。 

（１）展示品に触れないこと（特に指定した展示品を除く。）。 

（２）展示品の近くでインキ、墨等を使用しないこと。 

（３）知事の承認を受けないで展示品を模造し、模写し、または撮影しないこと。 

（４）所定の場所以外で喫煙し、または飲食しないこと。 

（５）他人に危害を及ぼし、または迷惑となる行為をしないこと。 

（６）その他係員の指示に従うこと。 

２ 知事は、入館者が前項の規定に違反したときは、その者に対して退館を命じ、または必要な措置をと

ることができる。 

（使用者の遵守事項） 

第１２条 年縞博物館の施設等を使用する者（以下「使用者」という。）は、次に掲げる事項を守らなけれ

ばならない。 

（１）第４条の承認を受けた使用内容を変更しないこと。 

（２）施設等を毀損し、または汚損しないこと。 

（３）第４条の承認を受けた施設等を転貸し、または当該承認に基づく権利を譲渡しないこと。 

（４）館内の秩序または風俗を乱す行為をしないこと。 
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（５）知事の承認を受けないで作品、物品等の販売、寄附金の募集、立て看板の掲示その他これらに類す

る行為をしないこと。 

（６）前各号に掲げるもののほか、年縞博物館の管理上支障がある行為をしないこと。 

２ 知事は、使用者が前項の規定に違反したときは、第４条の承認を取り消すことができる。 

３ 使用者は、施設等の使用を終了したときは、原状に回復しなければならない。 

（規則への委任） 

第１３条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から起算して７月を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。（平成３

０年規則第４２号で平成３０年９月１５日から施行） 

附 則（令和元年７月３０日条例第４号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 

 

別表第１（第５条関係） 

区 分 金 額 

常
設
展 

個

人 

観覧券により 

観覧する場合 

一般 ５００円 

小学生・中学生・高校生 ２００円 

共通観覧券により 

観覧する場合 

一般 ３５０円 

小学生・中学生・高校生 １４０円 

団

体 

観覧券により 

観覧する場合 

一般 ４００円 

小学生・中学生・高校生 １６０円 

共通観覧券により 

観覧する場合 

一般 ２８０円 

小学生・中学生・高校生 １１０円 

特
別
展 

個

人 

観覧券により観覧する場合 知事がその都度定める額（以下「特別展個人観

覧料」という。） 

共通観覧券により観覧する場合 特別展個人観覧料の７割に相当する額（以下「特別展個人共通

観覧料」という。） 

団

体 

観覧券により観覧する場合 特別展個人観覧料の８割に相当する額 

共通観覧券により観覧する場合 特別展個人共通観覧料の８割に相当する額 

備考 

（１）「団体」とは、一団の観覧者の数が２０人以上のものをいう。 

（２）「観覧券」とは、年縞博物館が展示する年縞資料の観覧に利用することができる券をいう。 

（３）「共通観覧券」とは、年縞博物館が展示する年縞資料の観覧および規則で定めるものの観覧に共通して利用する

ことができる券をいう。 

（４）「小学生・中学生・高校生」とは、小学校、中学校または高等学校に在学する者その他これらに類する者をいう。 

（５）常設展は、小学校就学の始期に達するまでの者および７０歳以上の者については、無料とする。 
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別表第２（第６条関係） 

（１）施設 

区 分 
金 額 

９時から１２時まで １２時から１７時まで ９時から１７時まで 

セミナー室 ８１０円 １，３２０円 ２，０４０円 

備考 使用者が観覧料、入場料等を徴収する場合の使用料の額は、この表に掲げる額にその３割に相当する額を加算

した額とする。 

（２）設備 

区 分 単 位 算定基準 金 額 

花粉分析器（セルソーター） １式 １時間につき ３，６７０円 

備考 使用時間に１時間未満の端数があるときは、１時間として計算する。 

 一部改正〔令和元年条例４号〕 
 
 
 
別表第３（第７条関係） 

区 分 金 額 

花粉分析器（セルソーター）を用いた花粉分析 １試料につき １７，８２０円 

  一部改正〔令和元年条例４号〕 

 
 

福井県年縞博物館の管理運営に関する規則（平成 30 年 9 月 14 日福井県規則第 43 号） 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、福井県年縞博物館の設置および管理に関する条例（平成３０年福井県条例第６号。

以下「条例」という。）第１３条の規定に基づき、福井県年縞
こう
博物館（以下「年縞博物館」という。）の

管理および運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間および入館時間） 

第２条 年縞博物館の開館時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、入館時間は、午後４時３

０分までとする。 

２ 福井県年縞博物館長（以下「館長」という。）は、必要があると認めるときは、前項の開館時間および

入館時間を変更することができる。 

（休館日） 

第３条 年縞博物館の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、館長が必要と認めるときは、

これを変更することができる。 

（１）１２月２９日から翌年の１月２日までの日 

（２）資料の展示替えまたは整理の期間 
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（３）施設の点検または清掃の期間 

（施設等の使用の承認） 

第４条 条例第４条の規定により、年縞博物館の施設または設備（以下「施設等」という。）の使用の承認

を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、福井県年縞博物館使用承認申請書（様式第１号）を

館長に提出しなければならない。 

２ 館長は、条例第４条の規定により承認をしたときは、申請者に対し、福井県年縞博物館使用承認書（様

式第２号）を交付するものとする。 

（観覧券） 

第５条 条例第５条の規定により、観覧料を徴収したときは、個人の観覧料にあっては観覧券を、団体の

観覧料にあっては現金領収書を観覧者に交付する。 

（共通観覧券により年縞博物館と共通して観覧することができるもの） 

第６条 条例別表第１備考第３号の規則で定めるものは、若狭三方縄文博物館とする。 

（分析依頼の手続） 

第７条 条例第７条の規定により、条例別表第３の上欄に掲げる分析を依頼しようとする者は、分析依頼

書（様式第３号）を館長に提出しなければならない。 

（観覧料、使用料および手数料の還付） 

第８条 条例第８条ただし書の規定により、観覧料、使用料または手数料を還付することができる場合は、

次に掲げる場合とする。 

（１）災害その他不可抗力により観覧または施設等の使用ができなくなったとき。 

（２）その他館長がやむを得ない事由があると認めるとき。 

２ 観覧料、使用料または手数料の還付を受けようとする者は、福井県年縞博物館観覧料還付申請書（様

式第４号）、福井県年縞博物館使用料還付申請書（様式第５号）または福井県年縞博物館手数料還付申請

書（様式第６号）を館長に提出しなければならない。 

（観覧料、使用料および手数料の免除） 

第９条 条例第９条の規定により、観覧料を免除することができる場合およびその場合において免除する

ことができる額は、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

（１）県内の小学校、中学校および高等学校その他これらに類する学校（以下「県内の学校」という。）の

児童もしくは生徒またはそれらの引率者が教育課程に基づく学習活動または教育活動として観覧する場

合 常設展観覧料または特別展観覧料に相当する額 

（２）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）による身体障害者手帳を有する者が観覧する場合 

常設展観覧料または特別展観覧料に相当する額 

（３）生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による生活扶助または教育扶助を受けている者で関係官

公庁の発行した証明書を有するものが観覧する場合 常設展観覧料または特別展観覧料に相当する額 

（４）前各号に掲げるもののほか、館長が特別の事由があると認める場合 館長が必要と認める額 

２ 条例第９条の規定により、使用料を免除することができる場合およびその場合において免除すること

ができる額は、次に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

（１）県、県内の市町または県内の学校が年縞博物館の設置目的に沿った事業に使用する場合 使用料に

相当する額 
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（２）前号に掲げるもののほか、館長が特に必要があると認める場合 館長が必要と認める額 

３ 条例第９条の規定により、手数料を免除することができる場合およびその場合において免除すること

ができる額は、次に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

（１）県、県内の市町または県内の学校が年縞博物館の設置目的に沿った事業のために分析する場合 手

数料に相当する額 

（２）前号に掲げるもののほか、館長が特に必要があると認める場合 館長が必要と認める額 

４ 条例第９条の規定により、観覧料、使用料または手数料の免除を受けようとする者（以下「免除申請

者」という。）は、福井県年縞博物館観覧料免除申請書（様式第７号）、福井県年縞博物館使用料免除申

請書（様式第８号）または福井県年縞博物館手数料免除申請書（様式第９号）を館長に提出しなければ

ならない。 

５ 館長は、条例第９条の規定による免除の承認をしたときは、免除申請者に対し、福井県年縞博物館観

覧料免除承認書（様式第１０号）、福井県年縞博物館使用料免除承認書（様式第１１号）または福井県年

縞博物館手数料免除承認書（様式第１２号）を交付するものとする。 

（入館者および使用者の賠償義務） 

第１０条 年縞博物館に入館した者および年縞博物館の施設等を使用する者は、その責めに帰すべき事由

により、展示品を汚損し、または年縞博物館の施設等を毀損し、もしくは滅失したときは、その損害を

賠償しなければならない。 

（年縞資料の寄贈および寄託） 

第１１条 年縞博物館に水月湖の年縞およびこれに関連する資料（以下「年縞資料」という。）を寄贈また

は寄託しようとする者は、年縞資料寄贈（寄託）申込書（様式第１３号）を館長に提出しなければなら

ない。 

２ 館長は、年縞資料の寄贈を受けたときは、年縞資料を寄贈した者に対し年縞資料受領書（様式第１４

号）を、年縞資料の寄託を受けたときは、年縞資料を寄託した者に対し年縞資料受託書（様式第１５号）

を交付するものとする。 

（年縞資料の寄託期間） 

第１２条 年縞資料の寄託期間は、２年以内とする。ただし、館長が特に必要があると認めるときは、こ

の限りでない。 

（年縞資料の保管の責任） 

第１３条 寄託を受けた年縞資料について災害その他不可抗力により生じた損失に対しては、年縞博物館

は、その責めを負わないものとする。 

（年縞資料の貸出し） 

第１４条 年縞博物館の年縞資料は、館外への貸出しを行わないものとする。ただし、館長が適当と認め

た場合は、この限りでない。 

２ 前項ただし書の規定により、年縞資料の貸出しを受けようとする者（以下「貸出申請者」という。）は、

年縞資料貸出申請書（様式第１６号）を館長に提出しなければならない。 

３ 館長は、前項の貸出しを承認したときは、貸出申請者に対し、年縞資料貸出承認書（様式第１７号）を

交付するものとする。 

（その他） 
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第１５条 この規則で定めるもののほか、年縞博物館の管理および運営に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成３０年９月１５日から施行する。 

附 則（令和 3 年３月３１日規則第２４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前のそれぞれの規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使

用することができる。 

附 則（令和４年３月２２日規則第２０号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前のそれぞれの規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をして使

用することができる。 

 

 

 様式第１号から様式第１７号まで 略 
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